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平成 28年度 第 2回 理事会 議事録 

開 催 日 時  ：平成 28 年 8 月 31 日(水) 9 時～11 時 

場    所  ：神戸常盤大学 本館 3 階 会議室(神戸市長田区大谷町 2-6-2) 

理事(構成数)：20 名 

出 席 者 数  ：理事 17 名、監事 2 名 

出 席 理 事  ：戸塚  実(理事長)、坂本秀生、松下  誠、山藤  賢、小林隆志、伊藤昭三、  

岩谷良則、奥宮敏可、川口克彦、木田和彦、嶋田かをる、杉島節夫、鈴木英明、 

永瀬香澄、松尾収二、松良尚子、眞鍋紀子 

欠 席 理 事  ：奥村伸生、齋藤邦明、佐藤誠二、(書面評決) 

出 席 監 事  ：三村邦裕、城田惠次郎 

1. 理事長挨拶

2. 報告事項

1)第 11 回日本臨床検査学教育学会学術大会について

第 11 回学術大会長の坂本秀生氏から資料に基づき特別講演、教育講演、シンポジウム等のプロ

グラムおよび一般演題数、事前登録者数などの報告があった。また、世界医学検査学会(IFBLS)式

典等への参加の説明があった。

2)第 12 回日本臨床検査学教育学会学術大会について

第 12 回学術大会長の松下誠氏から学術大会を平成 29 年 8 月 23 日より 8 月 25 日の 3 日間、会場

を埼玉県立大学で開催すること等の準備状況について中間報告があった。

3)地区部会について

① 近畿中国四国部会

部会長の松尾氏より平成 28 年 6 月 11 日に鳥取大学で行われた部会の概要の報告があった。

② 北海道東北部会

事務局小林より平成 28 年 8 月 4 日に札幌医学技術福祉歯科専門学校で行われた部会の概要の報

告があった。 
4)その他

① 科目別分科会教員名簿の刊行について

第 3 版を 8 月 25 日付けで発刊し、加盟校へ発送したことの報告があった。

② 機関誌『臨床検査学教育』8 巻 2 号の刊行について

編集委員長松尾氏より機関誌『臨床検査学教育』8 巻 2 号の刊行について報告があった。

また、次号第 9 巻 1 号の編集作業について報告があった。

③ 臨床検査技師国家試験模擬試験問題について

永瀬氏より模擬試験問題の作成の進行状況等の報告があった。

3. 議案審議

1)第一号議案 第 13 回日本臨床検査学教育学会学術大会について

議長より第 12 回日本臨床検査学教育学会学術大会大会長を山口博之氏(北海道大学)にとの提案

があり、審議の結果、承認された。

2)第二号議案 新規会員加入について

下記の学校より加入申込関係書類が提出され、審議の結果加入が承認された。
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・国際医療福祉大学 成田保健医療学部 医学検査学科 

   3)その他の議案 
 ・熊本地震の被災学生への奨学金について 
 議長より日本臨床検査同学院より熊本地震で被災した学生へ就学の補助として寄付を頂けるこ

との報告があり、その資金を基に奨学金委員を下記のメンバーで立ち上げたいと提案があり、審

議の結果、承認された。 
  奨学金委員：松下 誠、山藤 賢、伊藤昭三、川口克彦、小林隆志 

 以上 議事終了し議長によりその旨を告げられ散会した。 

 
平成 28 年 8 月 31 日 

 
議長(理事長) 戸塚  実    印 
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平成 28年度 学術評議員会 議事録 
 

 
開 催 日 時 ：平成 28 年 8 月 31 日(水) 11 時 20 分～12 時 20 分 

場     所 ：神戸常盤大学 2 号館 4 階 大講義室 (神戸市長田区大谷町 2-6-2) 

評議員(構成数) ：106 名 

出 席 者 数 ：理事・監事 18 名、評議員 66 名 

1. 理事長挨拶 

2. 報告事項 

  1)第 11 回 日本臨床検査学教育学会学術大会について 

 第 11 回学術大会長の坂本秀生氏から資料に基づき特別講演、教育講演、シンポジウム等のプロ

グラムおよび一般演題数、事前登録者数などの報告があった。また、世界医学検査学会(IFBLS)式

典等への参加の説明があった。 

  2)第 12 回日本臨床検査学教育学会学術大会について 

 第 12 回学術大会長の松下誠氏から学術大会を平成 29 年 8 月 23 日より 8 月 25 日の 3 日間、会場

を埼玉県立大学で開催すること等の準備状況について中間報告があった。 

3. 議案審議 

   1)第一号議案 第 13 回日本臨床検査学教育学会学術大会について 

 議長より第 12 回日本臨床検査学教育学会学術大会大会長を山口博之氏(北海道大学)にとの提案

があり、審議の結果、承認された。 

 

 以上 議事終了し議長によりその旨を告げられ散会した。 

 
平成 28 年 8 月 31 日 

議長(理事長) 戸塚  実    印 
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平成 28年度 第 3回 理事会(メール審議) 議事録 
 

 
開 催 日 時  ：平成 28 年 11 月 10 日(木) 

理事(構成数)：20 名 

出 席 者 数  ：理事 20 名、監事 2 名 

出 席 理 事  ：戸塚 実、奥村伸生、坂本秀生、松下 誠、山藤 賢、小林隆志、伊藤昭三、岩谷良則、 

奥宮敏可、川口克彦、木田和彦、齋藤邦明、佐藤誠二、杉島節夫、嶋田かをる、 

鈴木英明、永瀬澄香、松尾収二、松良尚子、眞鍋紀子 

出 席 監 事  ：三村邦裕、城田惠次郎 

議案審議 

  1)第一号議案 奨学金規定(内規)の改訂について 

 奨学金委員会より提案された奨学金規定の一部を改訂することの提案があり、メールにて審議し

た結果、委員会より提案された改訂案が承認された。 

 以上 議事終了した。 

 
平成 28 年 11 月 10 日 

 
議長(理事長) 戸塚  実    印 
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平成 28年度 第 4回 理事会 議事録 
 

 
開 催 日 時  ：平成 28 年 12 月 18 日(日) 14 時～16 時 

場    所  ：東京医科歯科大学 3 号館 6 階 大学院講義室(東京都文京区湯島 1-5-45) 

理事(構成数)：20 名 

出 席 者 数  ：理事 15 名、監事 2 名 

出 席 理 事  ：戸塚 実、奥村伸生、坂本秀生、松下 誠、小林隆志、伊藤昭三、川口克彦、 

齋藤邦明、杉島節夫、嶋田かをる、鈴木英明、永瀬澄香、松尾収二、松良尚子、 

眞鍋紀子 

欠 席 理 事  ：山藤 賢、岩谷良則、奥宮敏可、木田和彦、佐藤誠二 

出 席 監 事  ：三村邦裕、城田惠次郎 

1. 理事長挨拶 

2. 報告事項 

  1)第 11 回 日本臨床検査学教育学会学術大会について 

 学会大会長坂本氏より資料に基づき学会参加者(493 名)数および収支決算などの報告があった。 

  2)奨学金(熊本地震)について 

 奨学金委員長伊藤氏より資料に基づき日本臨床検査同学院から寄付金があったこと、熊本地震に

おける被災状況のアンケート調査から奨学金の配分、支給日程等を決定したことの報告があった。 

  3)平成 28 年度模擬試験について 

 事務局より模擬試験問題ができあがり、10 月 18 日に 61 施設へ 3,184 部を発送したと報告があっ

た。 

  4)その他 

 ① 編集委員会委員長松尾氏より編集内規に外部の方に原稿を依頼したときの謝礼を規定したこ

と、査読者の氏名を公表すること、機関誌「臨床検査学教育」第 9 巻 1 号および 2 号の編集作業、

発刊予定等の報告があった。 

 ② 議長(理事長)戸塚氏より 11 月 24 日に日本衛生検査所協会主催の検査普及月間記念式典に出

席したとの報告があった。 

3. 議案審議 

   1)第一号議案 第 12 回日本臨床検査学教育学会学術大会について 

 第 12 回大会長の松下氏より学術大会の開催日程、会場、テーマ、プログラム概要、会場の案内

等の報告があった。その後、学術大会運営の都合で埼玉県立大学と共催で開催したいと提案があっ

た。 

審議の結果、承認された。 

   2)第二号議案 第 13 回日本臨床検査学教育学会学術大会について 

 議長より第 13 回学会大会長山口氏から学術大会の開催日程を平成 30 年 8 月 30 日から 9 月 1 日

で、北海道大学で行いたいとの提案があった旨の説明があり、審議の結果、承認された。 

   3)第三号議案 平成 29 年度教育協議会模擬試験問題作成要領について 

 国家試験対策委員長の永瀬氏より資料に基づき問題作成要領、スケジュール、委員会委員等の説
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明があり、承認された。 

   4)第四号議案 平成 29・30 年度役員選考委員について 

 議長より来年 5 月の定時総会で現役員(理事・監事)の任期が終了する説明があり、平成 29・30

年度の役員選考委員を下記の通り推薦したいと提案があり、審議の結果、承認された。 

 役員選考委員：岩渕三哉氏(新潟大学)、小澤優氏(京都保健衛生専門学校)、 

木村明氏(北里大学保健衛生専門学院)、和合治久氏(埼玉医科大学)、小林隆志(常務理事) 

 

 以上 議事終了し議長によりその旨を告げられ散会した。 

 

平成 28 年 12 月 18 日 

 
議長(理事長) 戸塚  実    印 
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平成 28年度 臨時総会 議事録 
 

 
開 催 日 時  ：平成 28 年 12 月 19 日(月) 13 時～17 時 

場    所  ：東京医科歯科大学歯学部附属病院 4 階 歯学部特別講堂(東京都文京区湯島 1-5-45) 

加 盟 校 数  ：85 校 

出 席 校 数  ：83 校(委任状を含む) 

参 加 人 数  ：103 名(理事、監事を含む) 

1. 開会の辞 

2. 報告事項 

  1)第 11 回 日本臨床検査学教育学会学術大会について 

 学会大会長坂本氏より資料に基づき学会の概要および参加者(493 名)数などの報告があった。 

  2)第 12 回 日本臨床検査学教育学会学術大会について 

 第 12 回大会長の松下氏より学術大会の会期、テーマ、プログラム概要、演題の募集時期等の準

備状況の報告があった。また、会場(埼玉県立大学)へのアクセス等の案内があった。 

  3)部会報告 

① 近畿・中国・四国部会について 

部会長の松尾氏より平成 28 年 6 月 11 日に鳥取大学で行われた部会の概要の報告があった。 

② 北海道・東北部会について 

部会長の山口氏より平成 28 年 8 月 4 日に札幌医学技術福祉歯科専門学校で行われた部会の概

要の報告があった。 

③ 九州・沖縄部会について 

担当校の利光氏より平成 28 年 9 月 30 日に大分市コンパルホールで行われた部会の概要の報告

があった。 

④ 3 年制教育(短期大学・専門学校)部会について 

部会長の鈴木氏より平成 28 年 12 月 19 日午前に東京医科歯科大学歯学部附属病院特別講堂で

行われた部会の概要の報告があった。 

  4)奨学金(熊本地震)について 

 奨学金委員長伊藤氏より資料に基づき日本臨床検査同学院から寄付金があったこと、熊本地震に

おける被災状況のアンケート調査から奨学金の配分、支給日程等を決定したことの報告があった。 

  5)平成 28 年度模擬試験について 

 事務局より模擬試験問題を、10 月 18 日に 61 施設へ 3,184 部を発送したと報告があった。 

 また、国家試験対策委員長の永瀬氏より資料に基づき問題作成要領、スケジュール等の説明があ

り、加盟校の先生方へ協力を依頼した。 

  6)その他の報告 

 編集委員会委員長松尾氏より編集内規に外部の方に原稿を依頼したときの謝礼を規定したこと、

査読者の氏名を公表すること、機関誌｢臨床検査学教育｣第 9 巻 1 号および 2 号の編集作業、発刊予

定等の報告があった。 
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3. 議長選出 

   議長 伊藤 昭三(新渡戸文化短期大学) 

4. 議事録署名人選出 

   議事録署名人 嶋田 かをる(熊本保健科学大学)、 

望月 泰男 (昭和医療技術専門学校) 

5. 議案審議 

   1)第一号議案 第 13 回日本臨床検査学教育学会学術大会について 

 第 13 回学会大会長山口氏より学術大会の会期を平成 30 年 8 月 30 日から 9 月 1 日、会場を北海

道大学で開催したいとの提案があった。審議した結果、会場より夏休み明けの授業を行う学校が

あり、会期を早めて欲しいとの意見が上がり、早期化できるか検討することで承認された。 

   2)第二号議案 平成 29・30 年度役員選考委員について 

 議長より来年 5 月の定時総会で現役員(理事・監事)の任期が終了する説明があり、平成 29・30

年度の役員選考委員を下記の通り推薦したいと提案があり、審議の結果、承認された。 

 役員選考委員 : 岩渕三哉氏(新潟大学)、小澤優氏(京都保健衛生専門学校)、 

木村明氏(北里大学保健衛生専門学院)、和合治久氏(埼玉医科大学)、小林隆志(常務理事) 

6. 議長解任 

7. 講 演 

  「信州大学におけるルーチン検査(基本的検査)の読み方、考え方、学び方」 

信州大学医学部病態解析診断学 教授 本田 孝行 先生 

8. 文部科学省・厚生労働省への「質問事項」及び各省からの指導・助言 

文部科学省 高等教育局医学教育課 医療技術係長  吉光紗綾子 先生 

厚生労働省 医政局医事課     係長      渡會 敦之 先生 

                主査      立花慎太郎 先生 

9．閉会の辞 

 

平成 28 年 12 月 19 日 

 
議    長 伊藤 昭三    印 

議事録署名人 嶋田かをる    印 

議事録署名人 望月 泰男    印 
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